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松原市指定文化財 来迎寺所蔵
阿弥陀如来立像について

（公財）元興寺文化財研究所

はじめに

〇 松原市所在の文化財総合調査 

・来迎寺調査

2017～2018年度

2019年度

2020年度 

 現地調査 

 報告書刊行『松原市内所在の文化財総合調査 1』 （彫刻絵画・工芸品・ 

染織品・位牌・聖教・木札・絵図・石造物） 

 報告書刊行『松原市内所在の文化財総合調査 2』（古文書・版木・聖教） 

１．来迎寺像の像容と特色について

〇 概要 

・ 阿弥陀如来立像

美原区・西福寺旧蔵／同区・泉福寺伝来

像高 102.4 ㎝、一木造り（カヤ材か）、両手先・足先・背・台座は後補
来迎印

〇 かたちと特色 

２．10世紀彫刻としての来迎寺像

〇 「天台系薬師」と 10世紀後半の仏像 

・ 「天台系薬師」とは

比叡山延暦寺根本中堂の本尊薬師如来像（秘仏）を模して造られた、あるいはその影響を

受けたと考えられる仏像

【特徴】 （清水 1975）

① 肉髻と地髪部を明瞭に区別せず、

② 髪際線を目深にかぶる頭髪の形式であり、

③ 細い三日月形の眼形で、

④ 翻波をつくらず、角のある山形の稜線を刻む太い襞の形式

〇 来迎印を結ぶ阿弥陀立像 

・ 阿弥陀如来像の姿かたち

日本における確実な来迎表現がみられるものは、天喜元年（1053）供養の平等院鳳凰堂扉

絵の九品来迎図が最も早い。

来迎寺像の手首先は後補であり、天台系薬師のかたちに共通する点も勘案すると制作され

た当初は薬師如来像であった可能性がある。

植村 拓哉

https://researchmap.jp/1063
http://www.gangoji.or.jp
https://www.city.matsubara.lg.jp/soshiki/bunkazai/1/1/6/13513.html
https://www.city.matsubara.lg.jp/soshiki/bunkazai/1/1/6/15074.html
https://www.city.matsubara.lg.jp/soshiki/bunkazai/1/1/4/17374.html
https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/102/1320
https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/102/1943


３．日本彫刻史における檀像と代用檀像

〇 檀木と檀像 

・ 檀像とは

檀木を用いて制作された仏像。檀木は日本には自生せず、南インド、東南アジア地域などが

原産地。色は白味（白檀
びゃくだん

）のあるものが一般的で、上等材には赤味（赤
しゃく

栴檀
せんだん

）・黄味（黄檀
おうだん

）

を帯びるものの 2種がある。木質は硬く緻密で、細かな彫刻に適し、仏像の用材として尊ば

れた。 

『唐大和上東征伝』 宝亀 10年(779)、淡海三船作 

玉作人、画師、彫檀・刻鏤・鋳写繍師、修文・鐫碑等工手都て八十五人 

・ 檀像の特徴

いずれも小像（約 30～40㎝前後）。材を複数組み合わせることをせず、一材より彫出。細や

かで緻密な彫刻表現。彩色や金箔押しなどを行わないことによって用材の希少性を強調する。 

・ 檀木と教理的背景

『十一面神呪心経』 656年、玄奘訳 

まさに先づ堅
けん

好
こう

にして無隙
む げ き

の白栴檀香をもって、刻して観自在菩薩を作りたてまつるべし。 

長け一
いっ

搩
ちゃく

手
しゅ

半
はん

（約 36㎝程）に作れ。 

『十一面神呪心経義抄』（意訳） 唐、慧沼撰 

問：白檀のない国は何を使えばよいか？ 

答：手だてを尽くして必ず白檀を求めて作るべき。ただ“求めて得ざれば栢木を以て像を

作るべきだ。何故ならば、観世音は必ず白檀木像によって瑞応を現ずるからである” 

〇 代用檀像と檀色 

・ 代用檀像

檀木を用いずに、代用として認められた“栢木”をもって制作された御像。造形は檀像を意

識しつつも、大きさの制限が解消されたことから、等身大のものも造られるようになる。

黄 檀：カヤ・ヒノキなど 

赤栴檀：サクラ・カツラ  

・ 檀
だん

色
じき

 

上質の檀木に似せるために像の表面に薄く彩色(黄味・赤味)を施す。 

『観心寺勘録縁起資財帳』 元慶 7 年（883）、講堂条 

金色仏眼仏母如来像 一軀 

金色弥勒如来像 一軀 

檀色薬師如来像 一軀 

彩色如意輪観音菩薩像 一軀 
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